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アリールホウ素置換遷移金属錯体による二酸化炭素の光還元反応 
 

北海道大学大学院理学研究院   
喜多村 曻（代表者）・作田 絵里（連携研究者） 

【学会発表】 
1. アリールホウ素置換基を有するルテニウム(II)錯体を利用した CO2光還元反応の試み 

作田 絵里、田中 麻衣、石崎 七海、伊藤 亮孝、喜多村 曻 

第２５回配位化合物の光化学討論会、P01、2013 年 8 月 5 日～7 日、唐津ロイヤルホテル 

２． ジメシチルボリル基およびジメチルアミノ基を有する新規ルテニウム(II)ビピリジン錯体の

合成と光化学物性 

中川 淳史、作田 絵里、伊藤 亮孝、喜多村 曻 

第２５回配位化合物の光化学討論会、P12、2013 年 8 月 5 日～7 日、唐津ロイヤルホテル 

３． アリールホウ素置換基を導入したルテニウム(II)ポリピリジン錯体の光化学物性に対する配

位子構造の効果 

中川 淳史、作田 絵里、伊藤 亮孝、喜多村 曻 

2013 年光化学討論会、2P066、2013 年 9 月 11 日～13 日、愛媛大学 

４. ジメシチルボリル基とジメチルアミノ基を有する新規ルテニウム(II)錯体の光化学物性に対

する配位子構造の効果 

中川 淳史、作田 絵里、伊藤 亮孝、喜多村 曻 

錯体化学会第 63 回討論会、1Ab-16、2013 年 11 月 2 日～4 日、琉球大学 
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